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 [Overview and purpose of the course]
国際保健における日本の役割を知る。
日本との比較による海外の保健医療について検討する。

【横断教育の概要・目的】
国際保健関連に従事している者、またはその経験者との討論。
医療系以外の学生に配慮し、難解な医学用語の使用は避け、必要ならば解説を加える。
医療職および医療職以外の者のそれぞれの立場・視点・経験から国際保健への貢献の可能性を探索
する。

 [Course objectives]
国際社会と日本社会の違いを知るとともに、日本が可能な国際保健への貢献について考えられる。
今後の日本の保健医療のあり方について、参考となる海外の情報に謙虚に耳を傾けられる。

 [Course schedule and contents)]
第　　１・２回　国際保健概論
第　　３・４回　国際保健各論（１）
第　　５・６回　国際保健各論（２）
第　　７・８回　国際保健各論（３）
第　９・１０回　国際保健各論（４）
第１１・１２回　国際保健各論（５）
第１３・１４回　国際保健各論（６）
第　　　１５回　フィードバック
日程は変更の可能性があるので開講日に確認のこと

 [Course requirements]
地域保健医療福祉論との同時履修が望ましい

Continue to 国際保健学(2)↓↓↓



国際保健学(2)

 [Evaluation methods and policy]
出席状況、プレゼンテーション、授業内での発言（50%）
レポート（50%）

 [Textbooks]
必要に応じて授業時にプリントを配布する
 [References, etc.]
  （References, etc.）
『国民衛生の動向』（厚生統計協会）

 [Study outside of class (preparation and review)]
新聞、TV、インターネット等の国際保健に関する報道等を興味を持って視聴し、授業内容の理解
に役立てること

 [Other information (office hours, etc.)]
受講人数によって内容を変更することがある

 [Essential courses]


